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論 文 の 内 容 の 要 旨
　本論文は、in vitro での反応系において、空気中の酸素分子である基底三重項酸素（3O2）を出発点とし、
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系においては、63 ～ 80％と高い転移率で水酸化物が得られた。この値は、金属ポルフィリン /ヨードソベ
ンゼンにおける値とほとんど同じであり、本反応系において金属オキソ活性種（MIV＝ O(porph+・)CI－）の
生成を示唆する事を明らかにした。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　活性酸素は高い反応活性を持つため、外部から入り込んできた異物を排除することが出来ることがわかっ
てきた。一方、この反応性の高さは良い面ばかりでなく、様々な化合物に対して非特異的な化学反応をもた
らすために、その有害性が指摘されている。そのため細胞内の酵素で分解しきれない余分な活性酸素は癌や
生活習慣病、老化等、さまざまな病気の原因であるといわれている。しかし因果関係がはっきりとしていな
いものも多い。また近年、白血球において新たな活性酸素種が発生しているという報告も出ており注目を集
めている。本研究は活性酸素の 1つである一重項酸素に焦点を当て、これが生体内に存在する化合物と反応
し、より活性な酸素種を生み出し、さらには酸化酵素の活性部位である金属ポルフィリンに酸素原子を移す
事で、生体内で最も酸化能力が高いとされている金属オキソ活性種（MIV＝ O(porph+・)CI－）の生成を示唆
する事を明らかにし、活性酸素種の化学のみならず生体内酸化の分野において新たな研究領域を切り開き、
高く評価されるものである。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
